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一般社団法人奈良経済産業協

会の皆様には日頃より県の産

業・雇用行政の推進にご理解

とご協力を頂いておりますこと

に、厚く御礼を申し上げます。

本年４月より産業・雇用振興

部長を拝命することとなりまし

た。前任に引き続きご指導、ご

鞭撻を賜りますようお願い申し

上げます。

さて、わが国の景気について、一部に改善の遅れ

もみられるが緩やかな回復基調が続いているとの

報告がなされていますが、本県経済動向につきま

しては、その状況に追いついていないと認識して

おります。

こうした中、本県では、「地域の自立を図り、く

らしやすい奈良を創る」ことを、「県政の目指すべ

き姿」とし、その実現に向け、必要な取組を進め

てまいりました。最近では、県内での企業立地件

数が高い水準で推移する等、目に見える成果が現

れてきており、大宮通り新ホテル・交流拠点整備

をはじめとする県政発展の大きな推進力となる各

般の大規模プロジェクトも順調に進んでいます。

しかしながら、地域の自立を図るためには、弱

い県内の経済情勢や、他県に比べると少子高齢化

が急速に進むと見込まれる将来展望を踏まえると、

まだまだチャレンジすべき課題は山積しています。

このため、県政の重要課題である、県内での投

資・消費・雇用の好循環を目指して「経済の活性化」

に知恵と工夫を凝らして粘り強く取り組んでまい

ります。

まず、生活関連製造業などのリーディング分野、

農林業などのチャレンジ分野の育成に対する取り

組みをさらに強化することとし、首都圏や海外へ

の販路拡大、県産品のブランド力と販売力の向上、

意欲ある起業家の支援等を進めます。また、IoT を

活用し新しい製品やサービスを生み出す企業など

への支援や、県内企業のうち、企業数で約９割、

従業員数で約４割を占める重要な存在である小規

模企業を対象に「奈良県小規模企業振興基本条例」

を制定し、その力を最大限発揮出来る環境整備に

努めてまいります。

さらに、立地環境に恵まれている、京奈和自動車

道及び西名阪自動車道の周辺地域における工業ゾ

ーン予定地の創出による企業誘致や、仕事と子育

ての両立を推進する企業への支援などを推し進め

てまいります。

雇用については、県内就業の促進について力を入

れてまいります。若者・女性・障害者・UIJ ターン

など、それぞれターゲットを明確にした取組の充

実に努め、IoT に関する職業訓練などによる人材育

成に取り組んでまいります。また、高校生や大学

生への就労意識の醸成や県内での就職を支援する

ため、インターンシップの拡大に努めてまいりま

す。

さらに、県内事業所における働き方改善を推進す

るため、飲食・サービス業、看護士、保育士とい

った業種ごとの課題を洗い出し、改善策の提案を

とりまとめたいと考えています。

以上の取組を着実に進め、新しい産業を創り、ま

た地域産業を伸ばすための産業支援を行うことに

より、経済の活性化を図り、奈良でくらし、奈良

で働くことができ、経済が県内で好循環する社会

を目指してまいります。そのために、貴協会には、

知恵・技術の取りまとめ役として、本県産業の革

新の担い手として、さらなるご活躍に大いにご期

待申し上げるところです。今後も、奈良県経済の

発展に向けた重要なパートナーとして、ご指導、

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　　提 言    『　産業構造の改革による自立した地域づくりを目指して　』
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　ＱＣサークル活動を中心とした小集団活動に止

まらず、現場力の向上に向けた業務改善、職場改

善等の取組みの中から、特に成果のあげられた事

例発表を通して、共に改善活動の大切さを考える

場として「改善事例発表会」を開催致しました。

　第１部の事例発表では、会員企業４社からご発

表を頂き、ＱＣサークル近畿支部大阪・近畿南地

区アドバイザーの北野邦弘様に講評を頂きました。

 

【第１部：事例発表】発表順に概要を紹介します。

１．㈱ジェイテクト奈良工場　

　　　　　　トリコロールサークル

　テーマ：『初物通知の添付方法改善』

（概要）新規立上げ品や工程変更品

などに添付する初物通知の添付間違

いや記入ミスを改善し、品質ヒヤリ

件数をゼロにした事例。

　添付管理を徹底する為に、わかり

易い手順書を用いて誰でも同じ方法

で作業ができるようにした。

　また、成績書を番号付けし、一覧表を用いて内

容を一目で把握できるようにすることで、成績書

を間違いなく簡単に見つけられるようにした。

　これにより、品質ヒヤリ件数を０件にすること

ができ、初物通知の添付までに掛かっていた時間

も削減でき、工数を半減することができた。

２．奈良ダイハツ㈱　若びあんサークル

　テーマ：『新パンク修理剤

　　　　　　　　　「タイヤパンドー」の拡販』

（概要）パンク修理剤「タイヤパン

ドー」の販売促進を図り、月販売数

最高実績を達成した事例。

　販売実績が少なかったパンク修理

剤の販売数を上げる為に、使用方法

が簡単で作業時間も短い新パンク修

理剤「タイヤパンドー」の拡販に向

　　　　　   第２８回　改善事例発表会
モノづくり委員会主催（H29.5.16)

けて、ＰＯＰの工夫や実演講習会の実施、提案情

報の共有化など、車検対象車両でパンク修理剤の

有効期限が切れているお客様へ販売促進を実施し

た。

　また、営業とサービス合同の応酬話法ロールプ

レイングをケース毎に実施して個人の提案力レベ

ルアップを図り、自信を持ってお客様に提案でき

る仕組み作りを確立することで、車検入庫時だけ

でなく、一般入庫や点検入庫の車両も対象に広げ

て販売を促進し、月販売数最高実績を達成した。

３．ニッタ㈱奈良工場 ＴＲＥＡＳＵＲＥサークル

　テーマ：『カレンダー工程　段替え時間削減』

（概要）カレンダー（多数のロール

を並べ、この間に薄い材料を通して

滑らかにし、光沢を出す機械）工程

の段替え作業時間を削減した事例。

　カレンダーの帆布乗せ替え時に、

ライン外の担当者が作業補助に入

ると同時に、わかり易い運用手順

書を用いて補助者のレベルアップを図る事で、大

幅な時間短縮に繋がった。

　また、製品の色を変更する段替え作業において、

先に作業が終わった箇所の清掃作業をライン外の

外段り担当者が先立って行うことで、全体の清掃

時間を削減し、休日出勤のゼロ化にも成功した。

４．ハウス食品㈱奈良工場　

　　　　　　　　　　ＨＦ改善チームサークル

　テーマ：『搬送アタッチ乗り上げ停止回数削減

               による働き易い職場環境づくり』

（概要）粉体袋が搬送アタッチに乗

り上げることで起こる停止回数を、

ライン搬送の改良などにより削減に

成功した事例。

　シュート出口の間口を狭め、斜め

になった製品を真っ直ぐに矯正し、

シュート内面を摩擦力の低い材質

に変更することで、落下スピードが安定し、バラ

ツキを無くすことができた。

　また、製品を固定するコンベアーのアタッチ形

状を変更し、製品をしっかり保持しながら搬送を

可能にすることで、停止回数を大幅に減らし、復

旧処理時間の削減に成功した。

奈良ダイハツ㈱

松本昂也 氏
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ハウス食品㈱
末次雄治 氏

㈱ジェイテクト

石田大樹 氏

ニッタ㈱
吉田正明 氏



【第２部：特別講演】

　積水化学工業㈱経営戦略部環

境経営グループ担当部長（元生産

力革新センター・モノづくり革新セ

ンター担当部長）の楠本幸治様か

ら、『ＶＥとＩＥを融合した積水

流生産革新活動』と題し、ご講

演頂きました。

　同社は、住宅・環境・ライフ

ライン等の製品を手がけられ、

ＶＥの考え方をＩＥに融合させて、積水流の生産

革新活動として改善に取り組まれ、現場力の深化

等の大きな成果を上げておられます。

【講演要旨】

　モノづくり革新活動の背景としては、各カンパ

ニーに分散していた生産技術部隊を本社に集め、

積水流のＩＥ・ＶＥを軸に、生産性や仕事の価値

を高め、会社の価値を高める生産革新を進めた。

　積水流ＩＥとは、積水流に手順を体系化した経

営目標に直結する「デザインアプローチＩＥ」と

位置づけられている。

　ＩＥとは、工程や作業のロスを顕在化させて、

そのロスを排除して生産性を向上するものであり、

動作改善と標準時間の活動が２本柱である。

　ＶＥとは機能に着目し、機能のレベルを上げる

か投入コストを下げて、価値（バリュー）を高め、

製品・サービスや作業の価値を高めるものである。

　様々な基本原則や実施手順を活用し、積水流の

ＩＥを手順化し、目的やアプローチなどの視点か

ら機能を追求してＩＥとＶＥを融合していった。

　積水流の特徴は、従来は工程に潜むムダ・ムラ・

ムリを解消していく分析的アプローチであるが、

積水流では、現状にとらわれず経営目標をどうし

たら達成できるかという視点で最適手段を考えて

いく建設的アプローチとして取り組んでいる。

　また、将来構想に沿った“ありたい姿”の設計

積水化学工業㈱
楠本幸治 氏

特別講演
『 ＶＥとＩＥを融合した積水流生産革新活動 』

積水化学工業株式会社　経営戦略部 環境経営グループ　担当部長　楠本幸治　氏

を重視している。現状の分析で、ロスを顕在化し

てロスの改善を行っているが、ロスがないと改善

ができない理屈になる。中期計画にある目標に沿っ

た“ありたい姿”を考え、ずれた方向の改善にな

らないように目標を明確にし、中期計画を見据え

１年先は？今は？どうあるべきかを考えている。

　更に、今の作業を見て改善案を考えるのでなく、

目的志向で、今の作業の目的を考え、目的を果た

す手段を考えることが重要である。例えば、釘を

打つ位置を印す作業があったが、釘を打つ場所が

分かれば良いので、レーザーを当てて場所を示す

ことで、印をつける作業をなくすことができた。

　実際の実践においては、ステップ１として、経

営目標に直結する中期計画を達成する目標設定を

行い、そのための課題を整理し、必達目標と挑戦

目標を明確にしながら、納期を定めて、メンバー

の英知を集めた活動とすることが大切である。

　ステップ２として、ありたい姿を作成する上で、

全体最適の考え方を適用し、ＶＥ思考で何のため

に？他の方法は？と目的まで遡って考え、方法・

能率・生産計画等を整理することが重要である。

　ステップ３として、ありたい姿と現状とのギャッ

プを明らかにして、目標達成に必要な作業を定量

化する。最後にステップ４として、ありたい姿へ

の改善実行においては、制約条件に捕らわれず広

く改善アイデアを考えて、その中から実行可能な

テーマを絞って、改善シナリオに具体的に落とし

込み体系的に取り組んで行く。

　そのため、人材育成が大変重要となる。社内で

も「ＩＥ実践研修」として、実際の現場を課題と

して、改善シナリオ作って改善を行い、参加者も

自部署で実践する等、大きな成果が上がっている。

　積水流の取組として、異なる管理技術の融合と、

目的思考に基づき体系化される活動が基本であり、

この活動を一層深化させ、生産性を高めて企業の

競争力を高めていけるように取り組んでいきたい。
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 経営者懇話会

人材育成委員会主催（H29.5.23） 

職場改善活動研修（活用編）

　　　　　　　　　　　人材育成委員会主催（H29.6.6）

　品質向上やコスト削減には現

場力の向上が不可欠であり、そ

の現場力を高めるために、小集

団活動やサークル活動などの職

場改善活動は、大変有効且つ重

要な手段です。この改善活動を

具体的に進める上で、実践的に

役立つＱＣ手法や活用方法につ

いて、昨年末の基礎編に引き続

いて、「職場改善活動研修会（活

用編）」を開催しました。　

　講師には、毎年開催している改善事例発表会で

アドバイザーとしてご尽力いただいている、ＱＣ

サークル近畿支部 大阪・近畿南地区アドバイザー

の 北野邦弘 様にお願いしました。

　主な研修内容として、①ＱＣ手法（パレート図、

特性要因図）の確認 ②要因の解析や解決手段の検

討に役立つ系統図・マトリックス図の解説と演習 

③問題解決の手順とＱＣ手法の活用方法 等、事例

を多数上げて解説を頂きました。

　特に、観察チェックシートを使って、改善の基

礎となる「仕事に潜むムリ・ムダ・ムラ」の見つ

け方を学ぶなど、製造現場だけでなく、営業・事務・

サービス部門でも活用できる有効な手法をご指導

いただきました。

　また、グループ演習は「ゴム鉄砲で的を倒す」

ことを目的としたユニークな手法で実施しました。

　「的を倒す」目的の為に、ゴム鉄砲で的を打った

結果のデータを取り、それを元に「的が倒れない」

を特性にして、特性要因図で要因の解析を行い、

更に系統図によって対策案の整理を行いました。

　実際の現場での改善の進め方に則って、分析～

検討～対策～確認の改善活動の流れを模擬的な体

験を通し、学びました。

　和気あいあいとした演習を通して、手法の意味

と活用方法や改善の流れを理解頂けたと思います。

QCサークル近畿支部
大阪・近畿南地区
アドバイザー
北野邦弘 氏

　経営者懇話会第７回目は、滋

賀県湖南市にあります、溶射専

門メーカーの㈱シンコーメタリ

コン様を訪問致しました。

　当日は、立石社長様より企業

概要・事業展開等のお話を伺い

ました。

　「溶射とは、部材に加熱した

金属やセラミックの粒子を吹付

けて表面に被膜を作り、耐摩

耗性・耐腐食等をもたせる表面改質技術で、当社

は火力発電のタービンの羽から歯科のインプラン

トの部材まで、大小問わず多様な分野の部材に溶

射を行っている。複雑な部材に安定した被膜を溶

射することは大変難しく、「黄綬褒章」を受章した

２名の熟練社員が若手を技術指導し、技能伝承を

行っている。業務・生産性向上に向けて、業務管

理ソフトを自社開発した。製造工程の進捗、在庫

状況をはじめ、装置別稼働時間・工程別作業時間

による原価等も管理している。ソフトは社員全員

が見ることができるため、皆が原価意識を持って

働いてくれるようになった。社員に 120％の力を

出して働いてもらえるよう、資格手当・誕生日手

当・７日間の連続休暇の義務化等々の福利厚生だ

けでなく、社員の婚活の世話や、社員の記念日に

両親や配偶者へお便りで感謝の気持ちを伝えてい

る。“おせっかいな会社”として社員に一歩踏み込

んだ取り組みをしている。Ｈ 26 年には、社員満足

度 80％以上の会社が選ばれる『滋賀で一番大切に

したい会社』に認定された。社員と共に感動をわ

かち合える経営で、『日本で一番大切にしたい会社』

に向けて頑張っていきたい。」とお話頂きました。

　工場見学では、溶射外の部分への細かなマスキ

ング作業や溶射ロボットの工程等を拝見しました。

　ムダなく効率的な現場の様子に、ＩＴを活用し

た管理体制の効果を実感できる時間となりました。
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㈱シンコーメタリコン

代表取締役社長
立石　豊 氏
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　就職問題連絡会は、翌春の高

校卒業者の就職に関して、奈良

県高等学校等進路指導研究協議

会（高進協）の先生方と企業の

経営者・人事担当者が一堂に会

し、より良い求人求職環境の構

築を目指し、毎年意見交換を

行っております。

　基調報告として、奈良県労働

局職業安定部 訓練室長 岡田

六良様から、「高校新卒者の来春の求人・求職状況

について」ご解説を頂きました。

　「H29 年３月の内定率は 99.2％で、22 年ぶりの

99％台となった。求人倍率は 1.43 倍とバブル期を

上回る求人倍率となったが、離職率は５割と依然

高い状況である。企業情報を収集できる『若者雇

用促進総合サイト』がある。企業には情報登録を

お願いすると共に、学校には情報収集方法につい

て、生徒・保護者にご指導頂きたい。また、新卒

者の定着率向上にも役立つので、積極的に活用頂

きたい。」とお話し頂きました。

　次に事務局より、来春新卒者の採用計画と就

職希望者アンケート調査について、採用予定は

65.9％と前年比 2.8 ポイント増加、就職希望者の

57.8％が県内企業を希望していると報告すると共

に、高進協就職指導委員長 岸本吉彦先生から、就

職に関する高校生の意識調査の報告と共に、「県内

就職希望者が半数以上おり、応募前見学が大変参

考になっている。今後も企業には採用に向けた取

り組みをお願いしたい。」とお話頂きました。

　意見交換では、学校からは「保護者と共に、生

徒にあう就職先を考えている。企業を選択できる

よう、多くの求人票を頂きたい」、企業からは、「働

き甲斐のある仕事が企業の魅力の重要な要素だと

思っている。採用後の定着に向けて、資格取得の

補助等考えていきたい。」と意見がありました。

就  職  問  題  連  絡  会

人材育成委員会主催（H29.6.15)

労働局職業安定部
訓練室長

岡田六良 氏

　人事・労務に関する正しい知

識を習得し、業務効率・労務管

理の向上に役立てることを目的

に、恒例の「人事・労務担当者

セミナー」を開催しました。

　今年度は、採用や異動により

新しく人事・労務の担当者にな

られた方を対象として、労務管

理の基礎と進め方を学ぶことを

目的に全６回シリーズで開催します。

　実際の事務手続きの解説と共に、普段何気なく

機械的に作業をしている業務の内容や意味を改め

て理解して、人事・労務業務の底上げに繋げるこ

とをねらいとしています。

　講師は、社会保険労務士で労働基準監督署の指

導員などで活躍されている児玉総合労務研究所 所

長 児玉恭教 様にお願いしました。

　スタートとなる第１回目は、６月から申告が始

まる「労働保険（雇用・労災）の仕組み」について、

それぞれの概要と共に、資格の取得から喪失まで

や、業務・通勤災害が発生した場合の一連の対応

と手続きについて、給付金、助成金関係の情報も

交えてご説明いただきました。

　また、第２回目は「社会保険の仕組み」について、

健康保険や厚生年金保険の基礎知識と共に、7 月に

提出する算定基礎届の計算・記入方法を、事例を

含めて実務的に学びました。

　法律の意味・内容を理解すると共に、企業現場

での実務面の事例を交えながら、「しなければいけ

ないこと、してはいけないこと」について、具体

例にそって詳しくご指導いただきました。

　講義終了後には、簡単な個別相談の場も設け、

業務における疑問の解決にむけてご活用いただい

ております。

　今後もテーマ別に開催しますので、人事・労務

管理にお役立ていただけたらと思います。

児玉総合労務研究所

所長 児玉恭教 氏

人事労務担当者セミナー

　　　　　　　　　　　人材育成委員会主催（H29.6.9）
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　☆株式会社アンズコーポレーション

　　　 （旧）福増　章夫　 （生産本部本部長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）山田　昌良　 （代表取締役社長）

　☆イーグル・クランプ株式会社 奈良事業所

　　　 （旧）上田　秀幸　 （所長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）豊岡　　実　 （常務取締役生産本部長）

　☆大阪ガス株式会社 エネルギー事業部

　　　　　　　　　 大阪産業エネルギー営業部

　　　 （旧）辰己　尚久　 （部長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）濵　　利英　 （部長）

　☆株式会社春日ホテル

　　　 （旧）増田　孝雄　 （会長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）増田　友宏　 （代表取締役社長）

　☆株式会社近鉄百貨店 奈良店

　　　 （旧）矢田　浩司　 （取締役常務執行役員店長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）尾原　謙治　 （取締役常務執行役員店長）

　☆近鉄不動産株式会社

　　　 （旧）赤坂　秀則　 （取締役社長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）善本　　烈　 （取締役社長）

  ☆株式会社きんでん 奈良支店

　　　 （旧）西村　　博　 （常務執行役員支店長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）辻　　嘉明　 （執行役員支店長）

　☆ザ・パック株式会社 奈良工場

　　　 （旧）矢倉　誠藏　 （工場長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）塚本　茂樹　 （工場長）

　　

　☆新生薬品工業株式会社

　　　 （旧）梶谷　順久　 （代表取締役社長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）梶谷　徳輔　 （代表取締役社長）

　☆大和証券株式会社 奈良支店

　　　 （旧）池添　　誠　 （支店長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）松村　恵介　 （支店長）

 代 　表 　者 　変　 更 

　　
　☆ＤＭＧ森精機株式会社 奈良事業所

　　　 （旧）高井　康文　 （執行役員奈良事業所長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）大石　賢司　 （専務取締役）

　☆株式会社寺田ポンプ製作所

　　　 （旧） 寺田　俊彦　 （代表取締役）

　　　　　　　　↓

　　　 （新） 寺田　典生　 （代表取締役社長）

  

  ☆奈良日野自動車株式会社

　　　 （旧）松末　佳明　 （代表取締役）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）内藤　登紀夫 （代表取締役）

　

　☆株式会社奈良ホテル

　 　　（旧）五十嵐　晃　 （代表取締役社長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）宮崎　好弘　 （代表取締役社長）

　☆ナント種苗株式会社

　　　 （旧）高瀬　泰嗣　 （取締役会長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）森井　哲也　 （取締役社長）

　☆南都スタッフサービス株式会社

　　　 （旧）杉岡　清光　 （代表取締役）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）泉　　浩司　 （代表取締役）

　☆ヒラノ技研工業株式会社

　　　 （旧）入江　伸晶　 （取締役社長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）安居　宗則　 （取締役社長）

　☆株式会社ホテルマネジメント

　　　 （旧）土屋　昭裕　 （代表取締役社長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）齋藤　祐介　 （代表取締役社長）

　☆株式会社三井住友銀行

　　　 （旧）國部　　毅　 （頭取）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）髙島　　誠　 （頭取 ＣＥＯ）

　☆株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

　　　 （旧）小山田　隆　 （頭取）

　　　　　　　　↓

　　　 （新）三毛　兼承　 （頭取）
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新入会員様ご紹介

共栄産業株式会社　
【企業概要】

設　　立：昭和 40 年 12 月

資 本 金：2,000 万円

代 表 者：代表取締役　 

　　　　　　藤中　剛弘

所 在 地：〒 637-0028

　　　　　  五條市原町 271

Ｔ Ｅ Ｌ：0747-22-7141

Ｆ Ａ Ｘ：0747-22-7331

Ｕ Ｒ Ｌ：http://kyoei-industry.com

従 業 員：130 名

事業内容：システムキッチン

　　　　　洗面化粧台の製造・物流

　弊社は主に、国内の主力住宅メーカーの商品を

ＯＥＭで生産し小型トラックで近畿と中部の一部

に短納期でお客様まで届ける事業を展開しており

ます。創業から 52 年を迎えこれからも品質、納期、

多品種少量生産にも迅速に対応し、その時代のお

客様のニーズに合わせた商品作りを目指します。

　又、地域社会に環境の良い働きやすい職場を提

供し、社会に貢献して行く事を目指します。

　
  ☆スケーター株式会社

　　　　　　鴻池　良一

　　　（旧）代表取締役

　　　　　　　　↓

　　　（新）代表取締役会長

　☆奈良トヨタ自動車株式会社

　　　　　　八幡　満久

　　　（旧）代表取締役専務

　　　　　　　　↓

　　　（新）　　取締役

　☆吉岡印刷株式会社

　　　　　　吉岡　寛人

　　　（旧）専務取締役

　　　　　　　　↓

　　　（新）代表取締役

　☆南都商事株式会社

　　　（旧）〒630-8115

　　　　　　奈良市大宮町４丁目297番２号

　　　　　　　　　 ↓

　　　（新）〒630-8115

　　　　　　奈良市大宮町６丁目2-1

　　　　　　

　☆ＭＯＲＩＴＥＣ

　　　（旧）〒630-8113

　　　　　　奈良市法蓮町412-1

　　　　　　　　エステートⅠビル203号

　　　　　　　　　 ↓

　　　（新）〒630-8113

　　　　　　奈良市法蓮町578-1

住　所　変　更

役　職　変　更

　☆キリンビールマーケティング株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良支社

　　　　　　平田　恭史　　（支社長）

　　　　　　　　↓

　　キリンビール株式会社 奈良支店

　　　　　　平田　恭史　　（支店長）

社名及びその他変更

谷建設株式会社
【企業概要】

設　　立：昭和 42 年２月

資 本 金：6,500 万円

代 表 者：代表取締役社長

　　　　　　谷　健兒

所 在 地：〒 630-8303

　　　　　  奈良市南紀寺町

　　　　　　　　　２丁目 147

Ｔ Ｅ Ｌ：0742-26-0300

Ｆ Ａ Ｘ：0742-27-2181

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.tanikensetsu.com

従 業 員：19 名

事業内容：総合建設業（建物の施工・設計）

　弊社は建設工事を中心に、商業ビル・工場・倉庫・

福祉施設・住宅、学校や保育園・マンションなど、

新築・改修工事を行っております。また、耐震工

事も行い、小・中・高校・大学の耐震、ホール等

の天井耐震も行っております。

　雨漏り等のご相談から、何でも客様のご要望に

応えられるように活動しております。

－ 10 －



君岡鉄工株式会社
【企業概要】

設　　立：1973 年２月

資 本 金：1,000 万円

代 表 者：代表取締役

　　　　　　君岡　誠治

所 在 地：〒 632-0245

　　　　　  奈良市藺生町 780

Ｔ Ｅ Ｌ：0743-82-0666

Ｆ Ａ Ｘ：0743-82-1925

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.kuimaru.com

従 業 員：28 名

事業内容：鋼管杭　くい丸 ®の製造販売

　当社は、独自製品の「くい丸」という鋼管杭の

製造販売を行っております。

　「くい丸」発売から 24 年目を迎え、土木・建設

業界を中心にご愛顧頂いているほか、近年では太

陽光発電架台の基礎杭など幅広い分野でご利用い

ただけるユーザー様の獲得に励んでおります。

　これからも地域に必要とされる企業となれるよ

う精進してまいりますので、皆様のご指導ご鞭撻

の程よろしくお願いいたします。

株式会社りそな銀行
【企業概要】

資 本 金：2,799 億円

代 表 者：代表取締役社長

　　　　　　東　和浩

所 在 地：〒 634-0804

　　　　　　橿原市内膳町５丁目２番 29 号

Ｔ Ｅ Ｌ：0744-22-3501

Ｆ Ａ Ｘ：0744-22-3766

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.resona-gr.co.jp/

従 業 員：37 名（橿原支店）　9,296 名（全店）

事業内容：銀行業

　平成 15 年に旧大和銀行と旧あさひ銀行が合併、

りそな銀行となり、平成 18 年には旧奈良銀行と合

併しました。現在拠点数は国内 334 ヶ店。

　奈良県下では、支店 12 店（うち法人営業 2ヶ店）

体制で運営しております。

株式会社真秀コールド・フーズ
【企業概要】

設　　立：平成 27 年５月

資 本 金：4,300 万円

代 表 者：代表取締役

　　　　　　竹田　善司

所 在 地：〒 637-0014

　　　　　五條市住川町 888 番地 9

Ｔ Ｅ Ｌ：0747-24-5001

Ｆ Ａ Ｘ：0747-24-5011

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.maho.co.jp/

従 業 員：38 名

事業内容：食料品製造業（冷凍食品）

　京奈和自動車道ＩＣの側、テクノパークに新設。

　炒飯・おにぎり製造ライン県内最大規模最新鋭

米飯工場。関空へのアクセスも向上。

　『万葉の里から未来へ』を理念に、生活者に満足

頂ける優れた品質と商品等の提供。

　社名は古事記の倭建命の歌から引用。

　地元等連携、自然の恵に感謝し物作りをしたく、

末永―く宜しくお願い致します。

医療法人つかもと整形外科　　　

【企業概要】

設　　立：平成６年６月

代 表 者：理事長

　　　　　　墳本　敏彦

所 在 地：〒 630-8266

　　　　　  奈良市花芝町 28

　　　　　 　　  丸谷ビル１階

Ｔ Ｅ Ｌ：0742-23-5680

Ｆ Ａ Ｘ：0742-23-5608

従 業 員：10 名

事業内容：産業医・整形外科・内科

　産業医をしています。

　事業所の嘱託産業医

　（健康評価、職場巡視、健康講話）

　奈良産業保健総合支援センターの委嘱による事

業所訪問、長時間労働者の面談、メンタルヘルス

相談をしています。

　これらを通じて、事業所の労働衛生環境改善に

貢献することをミッションとしています。

　社会的な見聞を広めたく、入会させていただき

ました。よろしくお願いします。

新　入　会　員　様　ご　紹　介

－ 11 －



新　入　会　員　様　ご　紹　介

相和建設株式会社
【企業概要】

設　　立：昭和 38 年

資 本 金：4,000 万円

代 表 者：代表取締役　 

　　　　　　藤本　剛

所 在 地：〒 630-1111

　　　　　  奈良市須川町 991-1

Ｔ Ｅ Ｌ：0742-95-0230

Ｆ Ａ Ｘ：0742-95-0638

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.souwa-build.com/

従 業 員：７名

事業内容：総合工事業

　弊社は、昭和 38 年創業以来、地域社会への貢献

をモットーに水道施設から大規模建設工事まで、

地域に密着した多種多様な事業を営んでまいりま

した。大切にしたいのは、そこに暮らす人々の幸

せ。長年培ってきた豊富なノウハウと実績をもと

に、次代を担う良質で真に価値のある事業を創造

推進していきたいと思います。

はっとり工房有限会社
【企業概要】

設　　立：平成 11 年１月

資 本 金：300 万円

代 表 者：取締役

　　　　　　服部　久和

所 在 地：〒 630-8453

　　　　　  奈良市西九条町３丁目３-10

Ｔ Ｅ Ｌ：0742-64-6427

Ｆ Ａ Ｘ：0742-64-6422

従 業 員：４名

事業内容：看板制作

　弊社は、奈良県を中心に各種看板の企画制作を

行っており、お客様のニーズに合わせたご提案を

させていただいております。

　大型インクジェットプリンター・カッティング

マシーンを完備しておりますので、自社製作がで

きコストや製作期間も客様のご希望に合わせるこ

とができます。

　当社の屋外広告士・一級技能士が安心できる看

板を皆さまに提供させていただきます。　

株式会社みずほ銀行　　
【企業概要】

設　　立：1873 年

資 本 金：1兆 4,040 億円

代 表 者：取締役頭取 

　　　　　　藤原　弘治

所 在 地：〒 630-8228 

　　　　　　奈良市上三条町 13-1

Ｔ Ｅ Ｌ：0742-24-1211

Ｆ Ａ Ｘ：0742-27-5659

Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.mizuhobank.co.jp/

従 業 員：50 名（奈良支店）　29,452 名（全店）

事業内容：銀行業

　みずほフィナンシャルグループは国内約 800 店

舗（全都道府県）、海外 38 ヶ国 117 拠点と幅広い

拠点ネットワークを構築しております。

　奈良県ではみずほ銀行４支店、みずほ証券２支

店の６拠点あり、Ｏｎｅみずほとして、銀行・証券・

信託の金融総合コンサルティングサービスを提供

して参ります。

清見建設株式会社
【企業概要】

設　　立：平成 13 年 12 月 24 日

資 本 金：500 万円

代 表 者：代表取締役

　　　　　　清見　徳寿

所 在 地：〒 636-0813

　　　　　  生駒郡三郷信貴ヶ丘１丁目 1-19

Ｔ Ｅ Ｌ：0745-43-5200

Ｆ Ａ Ｘ：0745-43-5201

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.kiyomihome.com

従 業 員：３名

事業内容：建設業、設計事務所（建築）

　弊社は、総合建設会社と建築設計事務所を併用

いたしています。住宅新築工事・リフォーム・店

舗改装・公共工事まで幅広くの工事を行っていま

す。地域ナンバーワンをめざし、日々切磋琢磨し

ています。地域に愛される、また地域に恩返し出

来るように努力をしたいと思います。

〒630-8031　奈良市柏木町129－1　奈良県産業振興総合センター内
TEL（0742）36－7370　FAX（0742）36－7371
http://www.nara-eia.or.jp　E-mail : info@nara-eia.or.jp
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